
厚木秦野道路の計画概要

○厚木秦野道路とは
厚木秦野道路は、一般国道２４６号のバイパスとして、厚木市中依知～秦野市八沢を結ぶ
延長２９．１kmの自動車専用道路です。

○事業経緯
平成８年６月 都市計画決定
平成１０年度 ① 事業化（伊勢原北IC～伊勢原西IC間 ４．１ｋｍ）
平成１３年度 ② 事業化（圏央厚木IC～厚木北IC間 ３．６ｋｍ）
平成１４年度 ① 事業区間延伸（伊勢原市西富岡～伊勢原北IC間 ０．７ｋｍ）
平成２６年度 ③ 事業化（伊勢原西IC～秦野中井IC間 ５．２km）

③※
L=5.2km

①

海老名南JCT

海老名JCT

伊勢原JCT

②

※伊勢原市域L=1.5km、秦野市域L=3.7km
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完成までの流れ

厚木秦野道路（伊勢原西IC（仮称）～秦野中井IC ）の整備手順
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「現地測量」～「用地測量・調査」については、設計等の進捗具合により随時補足作業を実施します。 ２
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２ 自治会連合会役員会及び組回覧等での情報提供について
本日説明した国道２４６号バイパスの事業概要や今年度の予定

などについては、６月１９日（木）に予定されている自治会連合
会役員会にて同様の説明を行います。また、現地作業を伴う各種
調査の際には、調査対象範囲内の自治会に対し組回覧を実施した
り、本市ＨＰに掲載するなど、周知を図ってまいります。

≪本市HP≫

１ 井⼾調査を実施する井⼾について
井⼾の所有者は、「秦野市地下⽔保全条例」に基づき、本市へ届出をする必

要があります。過年度より川崎国道事務所が実施している井⼾調査については、
届出がされている井⼾を対象としているため、届出がされていない井⼾に関し
ては、調査範囲内にあっても原則として調査が実施されません。
届出があった井⼾に対して、引き続き井⼾調査を実施いたしますので、調査

漏れがないよう市から組回覧や市ＨＰで周知を行い、市への届出について協力
をお願いしてまいります。

秦野市からの連絡事項
令和７年５月
国県事業推進課

秦野中井ＩＣ

県
道
6
2
号

河原町交差点

上下水道局

秦野高校
東海大学前駅

鶴巻温泉駅

秦野駅

調査範囲


